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『琵琶記』テキストの明代における變遷――弋陽腔系テキストを中心に――
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「人物篇」などのほか 「版本篇」 設け、代表的な完本の版本 ついて考察を加えておられ また、韓国人研究者の金英淑氏『『琵琶記』







































































































































ある。更に各巻 字體を見る 、首 で 中層の字體が、他の巻の中層と比べて明らかに異なってい 。以上のことを総合すると 『玉谷新簧』の成書過程は次のようなものが考えられ 書林廷禮以外の書坊で出版された首巻と上中下巻に、書林廷禮が壱巻・弐巻を付けて一册としたのが現在の『玉谷新簧』で ないだろうか。實際の成立は刊記の「萬暦庚戌（三十八）年（一六一〇）」よりもさ ぼる かもしれない。なお上巻巻頭に見える書林劉次泉（？一五九〇～一六四四）は、刻工 出身地として知られる徽州歙縣（安徽省新安）の人 ⑯『摘錦奇音』の編纂者襲正我も同じ出身地である。内閣文庫藏。
 
 
⑮『新刊徽板合像滾調樂府官腔摘錦奇音』（『摘錦奇音』・〔摘〕）六巻、徽歙襲（龔か？）正我選輯、敦睦堂張三懷繡梓、萬暦三十九（一六一一）年刊。巻五・巻六 巻頭には 襲正我・張三懷のほか 莒潭張德郷校正とある 莒潭は福建の地名 あるので、敦睦堂 福建と關係のある書坊と思われる。内閣文庫藏。
 
 
⑯『新刻京板青陽時調詞林一枝 （『詞林一枝』・〔詞〕）四 、玄明黄文華選輯、瀛賓郄綉甫同纂、閩建書林葉志元繡梓。刊記に「萬暦新歳孟冬月葉志元綉梓」とあるものの 具體的な年は不明 内閣文庫藏。
 

























































































牌名は陽刻であるが、本來は陸氏の叙 よれば「元本曲名倶白文（原本の曲 陰 ）」であった ような點は、元刊の雜劇（ 元刊雜劇三十種」）などと共通しており、元代から明代前期 行されたテキストに特徴的に見られるもので 陸貽典が見た元本も こうした原始的な戲曲テキストの形態を持っていたものと言えよう。
 
 
陸貽典本の系統に分類されるのは、 巾箱本 （ 『新刊巾箱蔡伯喈琵琶記』 ） 、






 - 7 -
するが、第十四齣の最後の五言四句の詩は、陸貽典本には無く、汲古閣本と一致することは、部分的には陸貽典本と汲古閣本の中間的な性格を持つテキストということもできる。版面の特徴 しては、すべての版心には、「忠孝傳」 刻されている。また、部分的に缺葉があり、巻上四十九、五十葉と巻下二十三、二十四
、五十裏、五十一葉は、版木を彫り
直して補われたものである。しかも これらの補缺部分を詳細にみると、巻下二十三葉のみ他の補缺葉 異なっていることが分かる。それ 字體が異なっているだけではなく、 他の補缺葉ではすべて陽刻であるのに、巻下二十三葉のみ曲牌と脚色名が陰刻であるという違いである。また、巻下二十三葉では、臺詞を示す箇所 「旦白（旦
(趙五娘
)の臺詞）」と





ある。凌氏の書坊は、套印 をはじめとする多色刷の高級な書籍や また白話短編小説集『拍案驚奇』を刊行したこ で知られて る
*22。この










刊）を代表とするグループである。陸貽典本と大きく異な のは、折數・篇目を設けている點、「文場選士」（汲古閣本では第八齣） いう陸貽典本系統には見えない部分が增補されている點 また、汲古閣本第二十九齣「乞丐尋夫」、陸貽典本では【鴣搗練】から始まる段 おいて、はじめの【鴣搗練】から【清江引】、その直後の【鷓鴣天】のあ に陸貽典本では末（張大公）の白が入 が 汲古閣本 はこの白がそっくりのまま【闘黑麻】【前腔】 後ろに移動している點などである この系統には⑤容與堂刊『李卓吾先生評琵琶記』、⑥『陳眉公批評琵琶記』等が含まれる。
 
容與堂本は、巻末の最後の二葉は手書きで補われている。また他本で





































































り、再び盛んに行われるようになったと言われている そして、現代に至るまで、繼承・上演さ ている。また、海鹽腔も、 流階級に受容された演劇であった。その上演の様子は、『金瓶梅』の中で、西門慶が邸宅に劇團を呼んだことなどが描かれている 知られる。
 
では、上流階級以外の人々は、どのような演劇を樂しんでいたのであ































































































































































































































































































































































































































































































































































もしも假にそうなると、『詞林一枝』（同じく「萬暦新歳」の刊記を持つ⑰『八能奏錦』も）は、弋陽腔系テキストの中で、最も刊行が早いテキストということになる。しかし、この例のように、『詞林一枝』 １群と２群の中間的性格を持っていることを考え と 一六〇〇年 ⑨ 『樂
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は、【破齋陣】とその後の【古風】（『摘錦奇音』では表記なし）で始まるが 『摘錦奇音』以外の散齣集テキストにはこの部分 なく、その次の【風雲會四朝元】から始まっている。
 


































































各テキストについて、系統分けとその性格の分析を試みた。弋陽腔系テキストの大きな流れとしては、 『琵琶記』の原テキストにあたるもの（實演テ または んらかの版本）が元になって、まず弋陽腔系テキストの１群が編集される弋陽腔の實演における脚本にも變化が生じ、徐々に改編が加えられていくなかで、⑯『詞林一枝』、そして⑲『堯天樂』から⑳『時調青崑』へ向かう系統や 滾調を積極的 收
錄
する⑭『玉谷




いうことは、テキストの變化が、實演との關わりだけ なく 出版物そのものの變化、書坊間の競爭によって引き起こ ているこ も考慮すべきであろう。つまり、テキストの變化は、必ずしもすべて實演 關係があるとは言い切れず、むしろ、書坊がおもしろさを追求した結果とも言える。このことは、戲曲テキストばかりではなく、當時 小説 どの出版物の
狀
況とも軌を一にする。戲曲テキストは實演が元になっている




の演目の場合や、今回扱えなかったテキストに いて 未解決 部分も殘している。今後の課題としたい。
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る戲曲脚本の階層分化」 （東京大學出版會、一九八一、三九七頁以下） 、同「浙東調腔古戲『琵琶記』について」 （ 東方學會創立五 周年記念
 
東
方學論集』一九九七 。田仲論文では『琵琶記』の版本を、Ⅰ群：古本系（陸貽典本、巾箱本、凌刻本、 『風月錦嚢』など） 、Ⅱ群：閩本系（余會泉刊『三訂琵琶記』など） 、
Ⅱ’群：京本系（李卓吾評本、汲古閣本など） 、
Ⅲ群：徽本系（ 『詞林 枝』 、 八能奏錦』 、 『樂府菁華』 、 『玉谷新簧』 、 『摘錦奇音』 、 大明春』 ） 、
Ⅲ’群：弋陽腔系（ 『樂府紅珊』 、 『堯天樂』 、 『徽池
雅調』 、 『時調青崑』など に分類しておられる（明末刊、槃
薖
碩人校定

















注５田仲前掲論文、及び注６前掲書黄文實 黄仕忠氏の筆名） 「 “元
譜”與『琵琶記』的關係」 （初出『文學遺産』一九八五年第二期、のち『 『琵琶記』研究』に收
錄
） 、同「 『琵琶記』版本小考」 （ 『文學遺産』一九八七




弋陽腔系テキストの書誌については、 善本戲曲叢刊』 、 『海外孤本
晩明散齣集三種』それぞれの解説、
及び拙論『弋陽腔系散齣集の書誌に
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の白では、 「宋弘是光武時人、光武試把姐姐湖陽公主嫁他、宋弘不從、對道貧賤之交不可忘、糟糠之妻不下堂。黄允是桓帝 人、司徒袁隗要把侄女嫁他、他就休了前妻 娶了袁氏。 」 （陸貽典鈔本 元本蔡伯喈琵琶記』の該當部分もほぼ同文）とあり、これは『後漢 』の記述と内容的に一致している。しかし、 『醒世恒言』巻十九「白玉娘忍苦成夫」の冒頭 「如宋弘不棄糟糠、羅敷不從使君 ……又如王允欲娶高門、……」とあり王允と黄允が混同されていることがわか
 
*29
 
注
11
前掲書參照。
 


